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● 過去の情報やセンターの詳しい活動内容は HP をご覧ください。 ●

■ 放射線取扱実践講座に参加しました ■

■ 来年度も「ミニ相談会」を開催して参ります ■

平成 25 年２月 20 日、21日の２日間にわたり、日本原子力研究開発機構が主催する放射線取扱実践講座に当センターの
放射線測定員２名が参加して参りました。本講座は放射線教育の必要性が高まる中、まず教育者ならびに教育者を目指
す学生から放射線に関する知識と理解を深めていこうという目的で開催されたものです。１日目はいわき明星大学の実
験室で霧箱などを作る基礎実習を行い、２日目は茨城県大洗町にある大洗研究開発センター内の施設で放射線取扱作業
実習などを体験しました。放射線への不安がいまだ払拭されない中、当センターでは職員が今後もこのような研修に参
加し、皆さまからのご質問にわかりやすくお答えできるよう勉強を積んで参りたいと思います。

いわき地域復興センターでは震災・原発事故からの復興に役立つ情報を提供するため、昨年６月からこれまでに９回、
毎月１回「ミニ相談会」を行ってきました（第 10 回ミニ相談会は３月 27 日開催）。来年度も引き続き、新たなテーマ
をご用意して毎月開催して参ります。ぜひお気軽にご参加・お問い合わせください。

霧箱作りの体験（写真㊧）と可視化された放射線（写真㊨）

放射線作業時の装備着用体験

← 講座の受講者に授与された修了証

ホットセルの外から放射性物質を遠隔操作する様子

※霧箱とは、アルコールの蒸気を充満させた箱で、それを冷やすと中

　を通る放射線が白い線状の霧となって目に見えるようになるもの。

※ホットセルとは、放射能の強い物質を遠隔操作で

　取り扱うことができるよう設計された設備。

教育実習ロールプレイ

教わった内容を受講生同士で相互授業している様子

※今後の日程等は随時当センター

　までお問い合わせください。

少人数制なので、何でも気軽に質問して頂けます！

放射線

第11回ミニ相談会は4月26日（金）開催！
テーマ：これまでの放射能測定結果とそこからわかること
講　師：佐藤　健二（いわき明星大学 科学技術学部 教授）
場　所：いわき地域復興センター
時　間：10：30 ～ 11：45
定　員：10 名

お申し込みは、お電話か
直接お越しください。

℡0246-38-7132


